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医 師会月間行事

※ 8月8日(火)理事会於医師会館

午後7: 30 

0 協議事項(1)1才半児健診契約につい

て (2)学校医研修会について (3}健保組

合との協議会について

0 述絡・報告事項 (1)国保組合会議につ

いて (2)周南医学会演題募集について

(3)消防年報について (4)老人健診 ・循襲

鵠健診受託医療機関等について (5)健康

診断の実施について (6)職員(パート)

の退職について (7)患者調査について

(8)被爆者健診について

医療関係法規

1 .医師法(昭23.7 ) 

〔医師の任務〕

MI!粂 医師11，医療及び保健指導を守・ることによっ

て公衆衛生め向上及び増進に寄与し. もって国民の

健康な生活を確保するものとする.

〔臨床研修〕

1978 

※ 8月22U(火)例会於医師会館

午後7: 30 

0 連絡・報告事項 (1)国保組合会議につ

いて (2)患者調査について (3)被爆者健

診について (4)老人及び成人病健診につ

いて (5)処万筆発行についてのアンケー

ト実施結束について(県医分) (6)医療

事故について (7)同和健診について (8) 釦
麻疹のー予防接種について

0 協議.~項(l) 1才半児の健康契約につ

いて (2伴校医研修会について (3)健保

組合との協議会について

又lま肉ら検案をしないで検案符を交付してはならな

い。但し.8療中の患者が受診後24時間以内に死亡

した場合に交付する死亡診断書について11. この限

りでない。

〔異常死体等の届出義務〕

第21条 俣師:;t， 死体又は妊娠4ヶ月以上の死ilf児を検

案して異才えがあると認めたときは.24時間以内に所

MI6条の2 医師Iム免許を受けた後も. 2年以上大 事喜饗祭事時に届け出なければならない。

学の医学部若しくは大学附置の研究所の附属施設で 〔処方せんの交付〕

ある病院又は厚生大臣の指定する病院において.臨 競22条 医師11，!恋、者に対し治療上薬斉IJを調舟IJして投

床研修を行なうように努めるものとする。 与する必賓・があると認めた場合には， J思，r..X 11現に

〔診療義務等〕 その肴;撃に当っている者に対して処ガせんを交付し

第19条 診療に従事する医師11.診察治療の求があっ なければならない。ただし，患者又11現にその右必

た場合に1:1.正当な事由がなければ.これを短んで に当っている者が処方せんの交付を必要としない日

はならない。 をゆし出た場合及び次の各号の1に該当する場合に

2 診療.6'しくは検案をし.又は出産に立ち合った おいては.この限りでない。

侠師{孟.診断書若しくは検案符又11出生証明書若し 1 .暗示的効来を期待する場合に必いて，処方せん

くは死産証言警の交付の求があった場合には.正当の を交付することがその目的の達成を妨げるわ・それ

が巾がなければ，これを拒んではならない。 がある場令

〔無診療治療等の禁止) 2 .処方せんを交付することが診療又は疾病の予後

第20条 i宍師11. 自ら診察しないで治療をし.若しく について患者に不安を与え.その疾病の治療を図

11診断書若しくは処方せんを交付し.自ら出産に立 錐にするおそれがある場合

ち介わないで出生証明書若しく IHtilf;ll[舎を交付し 3.病状の短時間ごとの変化に即応して薬剤を役与
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する場合 2 医鮒が死亡し，又は失そうのi{合・を受けたとき

4.診断又l主治療方法の決定していない場合 '1.戸革審法(昭和22年法律224号)による死亡又は

5.治療上必要な応急の挑賓として薬剤を投与する 失そうの届出義務者は.30B以内に，医絡め登録の

場合 まつ消を申請しなければならない.

〔療養方法等の指導義務〕

M23条 医師は，診療をしたときは.本人文はその保 3.医師法施行規則 (昭23.10) 

~I-l'tに対し， 療養の方法その他保健の向上に必要な 練21i条 医師は.患者に交付する処方そλに患者の氏
事項の指導をしなければならない. 名.年齢司薬名，分量.用法.用資.発行の年月日.

〔診療録〕 使用期限II及び病院著しくは訟療所の名物:及ぴ所在I也又

第24条 医師は.診療を したときは.J竪滞な〈診療に は医師の住所を記載し記名押印又は署名しなけれ

関する事項を診療録に記載しなければならない。 ばならない。

2 前I貨の診療録であって.病院又は診療所に勤務 第22条 医師'1.患者に交付する薬剤のT料品又は被a
する医師のした診療に同するものは.その病院又'1. にそのm法，用量，交付の王手月日.¥怠朽の氏名及び
み療所の管理者において.その他の診療に関するも 病院若しくは診療所の名称及び所従地又l立医師の伎

の'1. その医師において. 5年間これを保存しなけ 所及び氏名を明記しなければならな札、

tU:fならない。

2.医師法施行令 (昭28.12)

〔免みの申請〕

Ml!条 医師免許を受けようとする者は.申請書に厚

生省令で定める舎頬を添え.所イ五地の都道府県知事

を経由して，これを厚生大臣に従出しなければなら

ない。

( ~l書の登録事項〕

第2条 医籍に'1.左に掲げるゆ項を登録する。

1 .登録醤号及ぴ登録年月日

2.本路地都道府県名 (日本の伺絡を有しないもの

については，その国籍).氏名，生年月日及び性格51Il

3.医師国家試験合絡め年月

4.免許の取消又は医1fの停止の処分に関する事項

5.その他厚生大臣の定める・f.取

(守~j主事項の変更)

第3条 医師!i.jjIi条第2号の登録名項に変更を生じ

たときは， 30日以内に. ~Jffの訂正を申請しなけれ

l:fならない。

2 前1買の申諸をするには. $: .. nl~に申請の事由を

必する書績を添え.住所地の都道府県知事を経由し

て，これを厚生大臣に提出しなければならない。

〔笠銭のまつi肖〕

4.医療法{昭23.7 ) 

〔病院.診療所〕

Ml条 この法律において r病院」とは.医師X'i尚

科阪師が.公衆又は特定多数人のため医業又は術科

医業をなす湯所であって.袋、者20人以 kグヲ収容地設

を有するものをいう。病院lム傷病名・が.科学的で

且つ適正な診療を受くることができる便宜を与える

ことを主たる目的として組織され.且つ.運営され

るものでなければならない.

2 この法律において.r診療所』と'1.~師又は歯

科医師が.公衆又11特定多数人のため侠t;又は歯科

医楽をなす場所であって，患者の収符施設を有しな

いものXli患者19人以下の収容施設を行するものを

し、ヲ 。

〔総合病絞.類似名称の禁止〕

第4条 病院であうて，患者100人以上の収容総設を

有し.その診療科名中に内科.外科.~錫人科.眼

科及びlf.いんこう科を含み.且つ.2お22条各号に
規定する~設を有するもの li. その所.((地の都道府

県知事のゑ認を得て総合病院と称するニとができる。

2 総令病院でないものは.これに総合病院文はこ

れに紛らわしい名称を附けではならない。

〔診療所の患者収容時間の制限)

第4条 医籍の登録のまつ消をI目指するには 住所地 第13条 診療所の管理者は.診療上やむを得ない事情

の都道府県知事を経由して.$鈴舎を厚生大臣に縫 がある場合を除いては，同ーの磨、者を48時間をこえ

出しなければならない。 て収容しないようにつとめなければならない.
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〔病院の法定人民及ぴ-~等，罰則の委任〕

第21条 病院は.省令の定めるところにより，1:Lの各

号に掲げる人員及び-訟を4干し且つ.記録を備え
て置かなければならない.fE!.し.政令の定めると こ

ろによf)，都道府県知事の流可を受けたときは，こ

の限0でない.

1.省令を以て定める員数の医師，儲科医師.看護

婦その他の従業者

2.各科専門の診察室

3.手術室

4.処置室

5.臨床検公施設

6.エックス線装置

7. 調~J所

8.消毒絡よ2

9.給食絡設

10.給水Iitli設

11. o費房絡訟

12.洗た〈鳩Z宣

13. 汚物処理~:主

14.診療に関するお記録

15. その他行令をもって定める8622

2 前項第1号又1:1第15号の規定に慈〈省令の規定

によって定められた人口叉1:1施設を有しない者につ

いては.政令で5.000円以下の罰金の刑を科する旨

の規定を芯けるニとができる。

〔総合病院のIE定施設.罰則の委任〕

第22条 総削¥oi院I.i:.自ij条に定めるものの外.友の各

号に掲げる地訟を有しなければならない。

1 .化学.細菌及び病珂.の検在地設

2. 病理解古~J喫

3.研究宅

4. ..議釜

5.図書宅

6.その他行令をも って定める施設

〔医療法人〕

M39条 病院)U:1医師若し<I.i:術科医師が常時3人以

上勤務する診療所を開設しようとする社団連1:1財団又

li. この法律の規定により.これを法人とすること

カeできる.

2 前1貨の規定による法人1:1.医療法人と称する。

〔業務め範関〕

1978 

第42条 医療法人1:1. その開4止する病院又1:1診療所の

業務に支障のない限り.定~叉 1:1寄附行為の定める

ところにより.友にぬげる釆務の全部又1:1一郎を行

うことができる。

1 .医療関係者の養成又は44教育

2.医学又1:1前学に関する研究所の設置

3.第39条第 1J買に規定するみ練所以外の診療所の

開設

4.その他保健衛生に関する業務

〔剰余金配当の禁止〕

第54条 医療法人iム剰余金の配当をしてはならない。 ，

〔医業等に関する広tt-の制限〕 に

第69条 疾業若しくは志向子十限1た又1:1病院.F.しくはよ会療

所に関しては.文待その他自11Mなる方法によるを問
わず.何人も左に掲げる・I~J買を除〈外.これを広告

してはならない.

1 .医師又は術科医師である旨

2. ~70条第 1 J買の規定による診療斜名

3.病院又は診療所の名称.電話{f'f号及び所在の場

所を表示する事項

4.診療に従事する医師メ.孟術科医師の氏名

5. 珍療日 又 1:1.;~療時間

6.入院設備の有無

7. その他都道府県知:J.の ~fuTを受けた事項

2 iîíiJ頁第 4 号に1&げる 1~Jfìを広??するに当っては，

その医師えは向科医師が，常時。療に従挙しない者

である場合にli. その限師χIH拘科医師の診療日及

ぴ診療時間を併せて広??しなければならない。/'

3 第 1mれ号にぬげる ~J貨を lぶ公するに当っても‘ 、、
医師又lま尚科医師のH.能.治療法，経歴又l孟学{立に

関する事項にわた って はならない。

〔診療科名〕

第70条 前条第lJ質第2すの規定による診療科名l立た

にt~げるものとする。

1 .医業・について内科.精神科.神H:科{又1:1神経内

科).呼吸6~科.消化2~科(又IHl 脇科).循環器科.

小児科.外礼子形外科.形成外科.脳神経ー外科，

皮腐ひ尿器科(又は皮明科，ひ採2if科.i全病科，

こう門科.産婦人科 (又1:1産科.婦人科)，眼科.

耳舞いんこう科.気fi'食道約. .f哩学診療科.鍬射

線料。

2.歯科医業については絢科
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3.前2号以外のd療科名であって当該診療に従事 第2. 病院.惨療所及び動産所の管理

する侠師又litff将医師に必いて厚生大臣の許可を (詳細な規定あり }

受けたもの. 第31巨病院.診療所.aぴ動産所の締途段.

5.医療法施行規則(昭23.11) 
(詳細な規定あ 1))

第 41障惨察局放射線の防竃

Ml. 病院.鈴療所及び動産所の開設 (詳細な規定あり }

第 1条 医療法(昭和23年法律第205号。以下法という。)第 51艦医織法人

第7条第 lJjiの規定によ って病院又は診療所開設の

許可を受けようとする名i'li，Jx.に掲げる事項を記載

した『山市川を開設地の都泊府県知事に徒出しなけれ

l;f~' らない。

1 .開設.ffの住所及び氏名(法人であるときは，そ

の名物:)えぴ主たる・l~務所の所在地)並びに開設者

が医師又'Hお糾医師であるときはその旨(免許証
の写を添附するニと。)

2.名称

3.開設の劫所

4.診療を行おうとする科目

5. 開設~が~師又li 歯科医師以外の者であるとき

(詳細な規定あり )

6.健康保険法(大11.4 ) 

第9条ノ2 厚生大臣又ハ都道府県知事ハ保険給付ヲ

行フニ付必要アリト認ムルトキハ限師.歯科医師.

薬剤師~ハ手当ヲ行ヒタル.t.又ハ之ヲ使用スル者ニ

対シ其ノ行ヒタル診療.薬剤/支給又ハ手当ニ関シ

報告若ハ診療録.桜簿書類其ノ他ノ物件ノ鑓示ヲ命

ジ又ハ当該職Hヲシテ質問ヲ為サシムルコトヲ得

〔保健施設及び悩祉Iit!i設〕

第23条 保険者ハ被保険者及後扶養者ノ疾病若ハ負傷

ノ療養又ハ被保険お&被扶養者/健康ノ保持増進ノ

は開設の目的及び維持の方法 為必要ナル1it!i.G:ヲ為シ又ハ之ニ必要ナル費用ノ支出

6.開設おが医師又は白歯科医師であって現に病院若 ヲ為スコトヲ得

しくは診療所をl湖ぷ若しくは管理し.又は病院若 (組合の任意設立〕

しくは診療所に勤務するものであるときはその旨 第28条 一又ハ二以上ノ.~業所ニ付被保険者常時三百

7.開設おが医師又は倫科医舗であって，同時に2 人以上ヲ使用スル事業主ハ健康保険組合ヲ設立スル

以上の仇院X.li診療所を開設しようとするもので コトヲ得

あるときはその旨 〔組合の強制l設立〕

8.際師，t，釘科医師， ~区剤師.看護婦その他の従業 第31条 厚生大使ハー又ハニ以上ノ事業所ニ付第13条

rfの~A

9.敷地の而械及び平而図

10.敷地周問の昆取回

ノ規定ニ依ル彼保険者常時500人以上ヲ使用スル事

業主ニ対シ健康保険組合ノぷ立ヲ命スルコトヲ得

〔健康保険組合連合会〕

11.健物の締i立慨事~&ぴ平面図(各室の用途を示し， 第42条ノ 3 健康保険組合ハ共同シテ主主ノ自的ヲ達ス

精神病袋.伝染病室又li結核病室があるときは， ル為健康保険組合連合会ヲぷ立スルコトヲ得

これを明心すること。) ②健康保険組合連合会ハ法人トス

12.病院については.法第21条第1項第2号から第 ③健康保険組合連合会ヲ設立セントスルトキハ規約ヲ

13号までに絡げる総ぷ及び第21条に掲げる施設の 作リ厚生大臣ノ認可ヲ受クベシ

有無及び情造設備の概婆 @厚生大臣ハ健康保険組合ニ対シ組合員タル被保険者

13. ぬ科~%!を行う病院又は診療所であって.歯科 ノ共同ノ悩祉ヲtMi丘スル為必要アリト認ムルトキハ

t支工主主を設けようとするときは.その縫造設備の 健康保険組合連合会ニ加入スルコトヲ命ズルコトヲ

概変 得

14.病院又li病穫のある診療所については.病床数 第41憶保険鎗付

及び病床の純5]1)ごとの病床数並びに各病室の病床 〔療養の給付〕

数 第43条 被保険者ノ疾病又ハ負傷ニ関シテハ左ニ掲グ
16.開ぷの予定年月 ル療養ノ給付ヲ為ス
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出若ハ提示ヲ命ジ，保険医療機関表ハ保険薬局ノ開

設者去ハ管煙者.保険医，保険薬剤師1~ノ他ノ従業

者ニ対シ出~Ii ヲポメ又ハ当該職只ヲシ テ附係者ニ対

シ質問ヲ為シ者ハ保険医療機関若ハ保険事~1.;j ニ就キ

設備若ハ:会療紘帳簿脊類其ノ他ノ物件ノ検脊ヲ為

サシムルコトヲ 1~

7.国民健康保険法(昭33.12)

〔厚生大医又は都道府県知事の指導〕

第41条 国民健康保険医.国民健康保険薬剤師及び療

養取級機関 Ii.， 療~の給付に関し.厚生大毘χl主都

道府県知事の指導を受けなければならない。

〔療養取級機関の報告等〕

M46粂 厚生大箆又1;1都道府県知事iム療養の給付に

関 し必重さがあると認めるときは.療援取扱機関に付

し鍬tT若しくは診療録その他の帳簿，I~絞め従:I1 .?i し

くは鑓示を命じ.書院養取4投機関の開設J守若しくは管

理将.開民健康保険医.国民健康保険業倒的その他

の従t;~号に対し出頭を求め.又 li 当日室tl: rt に関係者

に対して質問させ.若しくは療養取扱機関について

設備若しくは診療録.帳簿書類その他の物件を検食

させることができる。

1.診察

2.薬剤又ハj台療材料ノ支給

3.処置.手術其ノ他ノ治療

4.病院又ハ診療所へ/収谷

5.石j-;華

6.移送

②前1質~ 4 号乃至第 6 号ノ給付ハ保険おガ必要アリト

，;gムル場合ニ於テ為スモノニ限ル但シ命令ヲ以テ定

ムル湯合ハ批ノ限ニ在ラズ

〔保険医又は保険薬剤師の責務〕

第43条ノ6 保険医療機関ニ於テ診療ニ従事スル保険

医又ハ保険薬局ニ於テ調高1)ニ従事スル保険薬剤師ノ、

命令ノ定ムル所ニ依リ健康保険ノ冷療又は調音1)ニ当

ルベシ

〔厚生大臣又は都道府県知事の指導〕

M43条ノ 7 保険医療機関及保険薬局ハ療養ノ給付ニ

関シ.保健医及保険薬剤師ハ健康保険ノ診療又ハ調

剤lニ関シ厚生大臣又ハ都道府県知事ノ指i.l'Jヲ受クベ

ン

〔保険医療機関文は保険薬局の綴ft・3争〕

第43~長ノ 10 厚生大臣又ハ都道府民L知'炉、必要アリト

認ムルトキハ療養ノ給付ニl均シ保険医療機関若ハ保

険業局ニ対シ報告若ハ診療録文/他ノ帳簿書類ノ縫

光市医師会報

がき

やがて秋ともなれば、医療と医師税制の問

題が火を吹くであろうし、今検討されている

有事立法も暑い論議を呼ぶに違いない。有事

立法の中に病院・医療業務などが徴用・収用

される権限が明確化されるとすれば、戦時中

の医療団と医療の国家統制を思い出さざるを

えない。殊の外暑い夏に続いて暑い秋がきそ

うである。

とあ

秋暑し植込枯れし氷底

馬太
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エルトール型コレラ菌

フィリピン旅行の帰国者から相ついで真性

コレラ患者が発見されておる。厚生省の国立

予防衛生研究所が発表したところによると、

このコレラ菌は、エルトールコレラ菌(小川

型)である。エルトール型コレラ菌は、 1905
年にエジプトのエルトールで発見されたので

この名がある。古くからのアジア型に比べる

と症状は比較的軽い。 19印年の大流行を境に、
古くからの型と症状の変わらない重症型に変

わり、世界のコレラの主流となった。そのた

め世界保健機構 (WH0)も1961年にコレラ
菌と「認知」した。 WHOによるとアジア ・
アメリカの20カ国がコレラ汚染地域とされて

いる。エルトール型菌の潜伏期は通常3日で

ある。

辞典豆
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